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深刻化するシカ
問題―各地の
報告から―　

特集にあたって 増えるシカ、広がる分布

拡大するシカの影響
小泉　透



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

引 用 文 献

シカの影響モニタリング



1．はじめに

2．大台ヶ原の植生の変化とその要因
大台ヶ原の植生

東大台（トウヒ林）の現状

ニホンジカが森林生態系に与える負の影響
―吉野熊野国立公園大台ヶ原の事例から―

横田　岳人



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

1947年 1965年 1970年 1976年

1982年1977年 1987年 1992年 1997年



3．ニホンジカによる森林への影響
草本層・低木層の被食・消失と種組成の単純化

西大台（ブナ林）の現状
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森林の生産力
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生物間相互作用を介しての影響

4．まとめにかえて 大台ヶ原の森林は回復するの
か？

土壌の変質

土壌の流失から崩壊地の発生



引 用 文 献
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1．はじめに

2．植物相に与える影響

高密度エゾシカ個体群が植生に
与える影響と植生回復の目標
―洞爺湖中島の植生モニタリングからわかったこと―

宮木　雅美



3．稚樹の更新と森林構造に与える影響
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4．台風による風倒との比較と森林の持続
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5．シカの生息密度と森林管理の目標
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深刻化するシカ問題―各地の報告から―

1．はじめに

2．シカによる自然林の林床植生への影響

植生保護柵の効果と影響の整理
―丹沢の事例―

田村　淳



3．丹沢での植生保護柵による植物の回復



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

4．植生保護柵の問題点



参 考 文 献

5．おわりに



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

1．はじめに

2．ニホンジカの影響

2_1．聖平のニッコウキスゲ群落

南アルプスにおけるニホンジカの
影響とその対策

鵜飼　一博



2_3．塩見岳山頂直下の雪渓跡地植物群落

2_2．三伏峠の高茎草本群落



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

3_2．三伏峠における防鹿柵設置結果

3．植生回復・復元

3_1．聖平における防鹿柵設置結果



文　　　献

3_3．塩見岳におけるヤシ繊維製ネットの敷設結果

4．おわりに



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

近年のニホンジカを取り巻く環境と動態

ニホンジカが森林生態系に与える影響
荒木　良太
横山　典子



③積雪地

④林床（林内）

環境ごとの影響の違い
①急傾斜地

②山岳地



深刻化するシカ問題―各地の報告から―

著しい生態系への影響についての対策状況

⑤ギャップおよびエッジ（林縁）

影響対象の種類
①直接的影響

②間接的影響



引 用 文 献

ニホンジカが与える影響をどう捉えるべきか
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多摩森林科学園の概要

環境教育林としての取り組み

井上　真理子・井　春夫

森めぐり
シリーズ



環境教育林のあり方

引用・参考文献

環境や野生動物に配慮した森林管理



実習の場として針葉樹人工林

薪炭林として利用されていた広葉樹林

片桐　成夫

森めぐり
シリーズ



さまざまな継続研究試験地



開かれた演習林をめざして



引 用 文 献



土に還す
二階堂　太郎
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1．はじめに

2．「細り表」の作成

現場の要請を受けての研究 14

シリーズ

岐阜県版「細り表」の調整と
「細り早見カード」の開発

大洞　智宏



岐阜県版「細り表」の調整と「細り早見カード」の開発

3．細り表をもっと使いやすくしたい



岐阜県版「細り表」の調整と「細り早見カード」の開発

5．おわりに

4．細り早見カードの開発



岐阜県版「細り表」の調整と「細り早見カード」の開発

引　用　文　献



　

はじめに

対象とした里山

面積のうごきを計る

ランドスケープ構造からみた里山のうごき

佐野　真琴
シリーズ 15



　

ランドスケープ構造のうごきを計る



　



　

引 用 文 献

里山の林のうごき
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評価指標

おわりに

参考・引用文献

計測例

森林路網をはかる



はじめに

植物と環境の相互作用

タワー観測

おわりに

引用文献

森林内の微気象環境をはかる
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森への働きかけ
―森林美学の新体系構築に

向けて―

植物の香りと生物活性
―その化学的特性と機能性を

科学する―
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落葉期の光をうまく利用するモミの稚樹
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